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１ 制度の目的                        

 福島県緊急医師確保修学資金貸与制度は、県内における医師不足を解消す

るため、将来、県内の公的医療機関等に医師として勤務しようとする福島県

立医科大学医学部の学生に対して修学に必要な資金を貸与する制度です。 

  

２ 貸与の申請                        
（１）貸与対象者 

 福島県立医科大学医学部に在学する方で、「福島県地域枠医師等キャリ

ア形成プログラム」を履修し、将来、県内の公的医療機関等に医師として

勤務する意思のある方。 

 

○ 令和７年４月に入学した方及び在学している方が対象となります。 

   現在留年中の方は応募できません。 

○ 令和７年度入試において、推薦入試のＢ枠、一般入試の地域枠で合格

し入学した方は必ず申請してください。 

○ 他の勤務義務のある修学資金等と原則併用できませんが、義務条件が

重複しない等の場合に限り認める場合があります。他の修学資金等の貸

与を受けている（受ける予定も含む）方は必ずお問合せください。 

なお、日本学生支援機構の奨学金は併用可能です。 

○ 県内の公的医療機関等は次のとおりです。詳しくは「福島県地域枠医

師等キャリア形成プログラム」の「別表２ 勤務対象医療機関」を御覧

ください。 

① 県が設置する病院又は診療所 

② 市町村が設置する病院又は診療所 

③ 地方公共団体の組合が設置する病院又は診療所 

④ 公立大学法人福島県立医科大学が設置する福島県立医科大学に置か 

れた附属病院又は健康増進センター 

⑤ 独立行政法人国立病院機構が設置する病院 

⑥ 独立行政法人労働者健康安全機構が設置する病院 

⑦ 福島県厚生農業協同組合連合会が設置する病院又は診療所 

⑧ 社会福祉法人恩賜財団済生会が設置する病院又は診療所 

⑨ 日本赤十字社が設置する病院 

⑩ 国民健康保険組合が設置する病院又は診療所 

⑪ 独立行政法人地域医療機能推進機構が設置する病院 

⑫ 地域保健法（昭和 22 年法律第 101 号）第 5 条に規定する保健所 

⑬  保健、医療及び衛生に関する事項を所管する県の機関（前号に規定 

する保健所を除く） 
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⑭ その他知事が定める機関 

  ※ 勤務場所については、福島県地域医療対策協議会における協議を踏ま 

   えて県が決定します。 

    また、勤務する期間のうち原則１年は週１日以上のへき地診療所等へ

の診療応援を行うこととし、診療応援先は、上記公的医療機関等のうち

国民健康保険直営診療所・市町村立診療所又はへき地医療拠点病院（福

島県立南会津病院、福島県立宮下病院）となります。 
 

（２）貸与額 

月額 １５０，０００円 

○ 修学資金は令和７年４月分から貸与します。 

○ 新入生の方は入学料相当額を加算することができます。 

ア 県内出身者  ２８２，０００円 

イ 県外出身者  ８４６，０００円 
 

（３）募集人員 

６０名 

※ 令和７年度においては、推薦入試のＢ枠及び一般入試の地域枠の入学

者（合計４５名）に対して貸与することが確定していますので、Ｂ枠・

地域枠以外の方についての募集人員は１５名となります。 
 

（４）貸与申請の手続き 

 修学資金の貸与を希望する方は、以下に掲げる書類を福島県立医科大学 

  教育研修支援課(以下「教育研修支援課」という。)まで提出してください。 

【提出書類】 

① 福島県緊急医師確保修学資金貸与申請書（様式第１号） 

○ 申請には２名の保証人が必要です。 

・ １人は修学資金の貸与を受けようとする者の親族 

・ 他の１人は成年者であって独立の生計を営み、修学資金を返還

できる程度の資力を有する者 

○ 入学料に相当する額の加算を希望される方は、支払った入学料の 

額が確認できる書類（領収書の写し等）を添付してください。 

② 戸籍抄本 

③ レポート(Ａ４横書：別紙のとおり)※データ作成可 

○ 次の項目について記載してください。 

「①将来、どのような医師になりたいか」「②福島県の地域医療に

どのように貢献したいか」「③福島県緊急医師確保修学資金制度

の趣旨を要約（義務履行、勤務医療機関等について）」 
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○ 計９００字程度を目安とします。 

○  レポートの余白に氏名を記入してください。  

 ④ 銀行口座振込申出書 

      ※ 本人名義の通帳のコピー添付 

  ⑤ 福島県キャリア形成卒前支援プラン適用同意書 

 ⑥  （新入生を除く在学生の方のみ）学業成績証明書 

 

 ※ 以上の書類に、「福島県立医科大学医学部長の推薦調書（様式第２ 

 号）」が添付され、申請書類一式として福島県地域医療支援センター 

 に提出されます。 

 

（５）申請書の提出期限 

 令和７年５月８日（木）まで、教育研修支援課へ必要書類を添えて提出

してください。 
 

（６）修学資金の問合せ先 

福島県地域医療支援センター 

〒９６０－１２９５ 福島市光が丘１番地 

ＴＥＬ ０２４－５４７－１７１１（直通） 

（土・日・祝日を除く８：３０～１７：１５） 

ＦＡＸ ０２４－５４７－１９９１ 

E-mail rmsc@pref.fukushima.lg.jp 
 

３ 貸与決定とその後の手続き                 

（１）貸与者の選考・決定 

 選考委員会を開催して、提出された申請書類について審査を行うととも

に、必要に応じて面接を行い、貸与者を選考（内定）します。 

 その結果を申請者に通知し、内定者に次の書類を提出いただいた後、正 

  式決定されます｡ 

【提出書類】 

 ○ 緊急医師確保修学資金貸与契約書 

 

（２）貸与期間及び貸与方法 

 令和７年４月から大学を卒業する日の属する月までの間、毎月１か月分

ずつ貸与します。（正規の修業年限に相当する期間に限ります。） 

 ただし、初回貸与は、４月分～貸与開始月分を併せて貸与します（７月

下旬頃以降となる予定）。 

 また、入学料に相当する額は、修学資金月額の初回貸与時に加算します。 
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（３）貸与の休止 

 福島県立医科大学（以下「医科大学」という。）を休学し、又は停学の

処分を受けたときは、復学するまでの間、貸与は休止します。 

 

（４）貸与契約の解除 

 貸与を受けている人が次のいずれかに該当することになったときは、修

学資金の貸与契約を解除します。 

① 退学したとき。 

② 心身の故障のため修学の見込みがなくなったと認められるとき。 

③ 学業成績が著しく不良となったと認められるとき。 

④ 修学資金の貸与を受けることを辞退したとき。 

⑤ 死亡したとき。 

⑥ その他修学資金の貸与の目的を達成する見込みがなくなったと認め

られるとき。 

 

（５）修学資金の２年目以降の貸与 

 ２年目以降は、毎年４月３０日までに前学年における学業成績証明書（医

科大学教育研修支援課作成）の提出が必要になります。 

 また、年度当初の貸与継続の確認作業のため、４月分の貸与は例月より

も遅れる見込みですので、事前にご了承ください。 

 

（６）その他届出が必要な事項 

 上記の他、貸与期間中に、届出が必要な事項があります。 

 詳しくは「７ 貸与申請及び申請後の手続きに係る提出書類・届出事項

一覧」をご覧ください。 

 

４ 返還債務の免除                      

（１）返還債務の全部免除 

 貸与を受けた人が、医科大学を卒業した後２年以内に医師となり、かつ、

医師となった後直ちに臨床研修であって県内の病院のうち知事が指定する

病院において行うもの（以下「県内臨床研修」という。）に従事し、その

後継続して後期研修、医学に係る研究（大学又はこれに類する施設であっ

て知事が認めるものにおける研究に限る。）又は公的医療機関等の医師と

しての勤務に従事している場合で、次のいずれかに該当するときは、返還

が全額免除されます。 

   

  ① 県内臨床研修に従事した期間、公的医療機関等の医師としての勤務に
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従事した期間及び医科大学附属病院その他県内の病院のうち知事が認め

る病院で行われる後期研修に従事した期間のうち休職、停職、育児休業

その他の事由により勤務しなかった期間を除いた期間（以下「県内臨床

研修等従事期間」という。)が、修学資金の貸与を受けた期間の１．５倍

に相当する期間に達したとき。 

  ② 業務上の事由により死亡し、又は業務に起因する心身の故障のため業

務を継続することができなくなったとき。      

 

 ○ 修学資金の貸与を受けた期間が１年５か月に満たない場合は、県内臨 

床研修等従事期間が１年５か月の１．５倍に相当する期間に達したとき 

  に、返還が全額免除されます。 

  ○ 知事が指定する県内の臨床研修病院については「福島県地域枠医師等キ

ャリア形成プログラム」の「別表１ 福島県内の基幹型臨床研修病院」を

ご覧ください。 

  ○ 修学資金の貸与を受けている方の場合、２年間の県内臨床研修におい

て、履修が必須となる項目等があります。詳しくは、「福島県地域枠医師

等キャリア形成プログラム」の「別紙 修学資金被貸与者の基本プログラ

ムについて」をご覧ください。 

  ○ 県内後期研修に従事した期間のうち県内臨床研修等従事期間に算入す

る期間は、修学資金の貸与を受けた期間から２年を減じた期間を限度とし

ます。ただし、修学資金の貸与を受けた期間が２年を下回る場合には、県

内後期研修に従事した期間は、県内臨床研修等従事期間に算入しません。 

   ○ 他、詳細は「福島県地域枠医師等キャリア形成プログラム」をご覧くだ

さい。 

 

（２）返還債務の一部免除 

 貸与を受けた人が、次のいずれかに該当するときは、返還する額の一部

が免除されます。 

① 下記５のエ又はオに該当する場合に免除される額 

   ・返還債務の額×（県内臨床研修等従事期間÷貸与期間の３／２） 

② 下記５のア～キにより返還をすることとなる場合において、死亡又は

心身の故障その他やむを得ない事由により貸与を受けた修学資金を返還

することができなくなった場合に免除できる額 

・返還債務の全部又は一部に相当する額 
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５ 修学資金の返還                      

（１）一括返還 

 修学資金の貸与を受けた人は、４の（１）により返還債務の全部を免除

される場合を除き、次のいずれかに該当するときは、貸与を受けた修学資

金の総額に利息を付した額を、当該事由が生じた日の属する月の翌月の末

日までに一括して返還しなければなりません。 

ア 医科大学を退学したこと等により契約が解除されたとき。 

イ 医師となった後直ちに県内臨床研修に従事しなかったとき。 

ウ 医師となった後直ちに県内臨床研修に従事した場合において、その後

継続して後期研修、医学に係る研究又は公的医療機関等の医師としての

勤務（以下「後期研修等」という。）に従事しなかったとき。 

エ 医師となった後直ちに県内臨床研修に従事し、その後継続して後期研

修等に従事した場合において、後期研修等に従事しなくなったとき（次

に掲げる場合を除く。）。 

オ 医師となった後直ちに県内臨床研修に従事し、その後継続して後期研

修等に従事した場合において、最初に県内臨床研修に従事した日から修

学資金の貸与を受けた期間の１．５倍に相当する期間を経過し、かつ、

当該最初に県内臨床研修に従事した日から起算して１２年（育児休業の

期間その他知事が認める期間を加えた期間を加算することができる。）

を経過する日までの期間を限度として知事が認める期間を経過したと

き。 

カ 医科大学を卒業した後死亡したとき。 

キ 医科大学を卒業した後２年以内に医師とならなかったとき。 

○ 返還利息の額は、当該修学資金の交付を受けた日から最後に修学資 

金の交付を受けた日の属する月の末日までの期間の日数に応じて、年１０

パーセントの割合で計算した額となります。 

○ 返還に際し、知事が特別の事情があると認めるときは、別に期限を定

めて、又は分割して返還させることがあります。 

 

（２）履行猶予 

 災害、疾病その他やむを得ない事由があると認められるときは、知事が

必要と認める期間、返還債務の履行が猶予されることがあります。 

 

（３）延滞利息 

 正当な理由がなくて修学資金を返還すべき日までに返還しなかったとき

は、返還すべき日の翌日から返還の日までの期間の日数に応じて、年 14.5

パーセントの延滞利息が掛かります。 
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６ 卒業後の手続き                      

（１）返還免除までの期間に必要な手続き 

○ 大学を卒業したとき 

   大学を卒業したときは、次の書類を提出いただくことになります。 

【提出書類】 

① 福島県緊急医師確保修学資金借用証書（様式第５号） 

② 現況報告書（様式第１０号） 

  ※ 身分証の写し等の勤務の状況がわかる書類添付 

③ 県内臨床研修に従事しようとする旨の届出書 

④ 住所を変更したことの届出書   

 ※ 住民票の写し等の新しい住所がわかる書類添付 

⑤ 医師免許証の交付を受けたことの届出書 

    ※ 医師免許証の写し添付 

 

○ 大学卒業後２年目以降 

 修学資金の返還が免除され、又は返還債務の履行が終わる日までの間、

毎年４月１５日までに、同年４月１日現在の状況について、次の書類を 

提出いただくことになります。 

 

【提出書類】 

① 現況報告書（様式第１０号） 

  ※ 身分証の写し等の勤務の状況がわかる書類添付 

（２）返還の免除申請 

 返還免除に必要な期間の勤務が終了した場合は、返還免除の申請をして 

  いただく必要があります。 

【提出書類】 

① 緊急医師確保修学資金返還債務免除申請書（様式第６号） 

② 公的医療機関等で勤務等に従事したことを証明する書類 

 

（３）その他届出が必要な事項 

 上記の他、返還免除に係る勤務等に従事する期間中、届出が必要な事項

があります。 

 詳しくは「７ 貸与申請及び申請後の手続きに係る提出書類・届出事項

一覧」をご覧ください。 
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７ 貸与申請及び申請後の手続きに係る提出書類・届出事項一覧  

       項 目                提 出 書 類 

 

 

 

貸与申請時に提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福島県緊急医師確保修学資金貸与申請書 

 （様式第１号） 

・（加算希望者のみ）入学料の領収書の写し 

・戸籍抄本 

・レポート（データ作成可） 

・銀行口座振込申出書 

・本人名義の通帳のコピー 

・福島県キャリア形成卒前支援プラン適用同意書 

・（新入生を除く在学生の方のみ）福島県立医科 

大学の学業成績証明書 

※ 福島県立医科大学医学部長の推薦調書（様式第 

２号）が別途添付されます。 

貸与決定時に提出 ・緊急医師確保修学資金貸与契約書 

２年目以降の継続貸与

時に提出 

 

・前学年の学業成績証明書 

 （医科大学教育研修支援課で作成） 

※ 毎年４月３０日まで 

 

卒業後直ちに提出 

 

・緊急医師確保修学資金借用証書 

 （様式第５号） 

 

卒業後から返還債務の

全部免除、返還債務の

履行終了まで毎年提出 

・現況報告書 

 （様式第１０号） 

・勤務（後期研修等）の状況がわかる書類 

※ 毎年４月１５日まで 

返還免除申請時 

に提出 

 

 

・緊急医師確保修学資金返還債務免除申請書 

（様式第６号） 

・公的医療機関等で勤務等に従事したことを証明  

する書類 

返還方法変更申請時に

提出 

・緊急医師確保修学資金返還方法変更承認申請書 

（様式第７号） 

返還履行猶予申請時に

提出 

 

・緊急医師確保修学資金返還債務履行猶予申請書 

（様式第８号） 

 

保証人変更時に提出 

 

 

・保証人変更承認申請書 

（様式第９号） 
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       項 目                届 出 事 項 

その他随時届出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に掲げる事項に該当した場合には、まずは電

話、メール等により担当者まで連絡してください。 

 

・氏名又は住所を変更したとき。 

・退学したとき。 

・修学に堪えない程度の心身の故障を生じたとき。 

・休学し、又は停学の処分を受けたとき。 

・復学したとき。 

・保証人の氏名、住所又は職業に変更があったとき。 

・保証人が死亡したとき、又は破産手続開始の決定

その他保証人として適当でない事由が生じたと

き。 

・医師法（昭和２３年法律第２０１号）第６条第２

項の医師免許証の交付を受けたとき。 

・条例第６条第１項に規定する県内臨床研修に従事

しようとするとき及び当該県内臨床研修に従事

しなくなったとき。 

・条例第６条第１項に規定する後期研修に従事しよ

うとするとき及び当該後期研修に従事しなくな

ったとき。 

・条例第６条第１項に規定する公的医療機関等の医

師としての勤務に従事したとき及び当該公的医

療機関等の医師としての勤務に従事しなくなっ

たとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 


